
「
間

の

山

」

考

ー

歌
比
丘
尼
の
間
の
山
節

ー

小

林

幸

夫

(
一
)
伊
勢
の
歌
比
丘
尼

近
松
の

『
傾
城
反
魂
香
』
に
注
解
を
加
え
た
折
口
信
夫
の
解
説
は
、
短

い
が
、

あ
い

や
ま

要
点
を
尽
く
し

て
い
る
と
思
う
。
「
相

の
山
」
節

に
つ
い
て
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
説

明
さ
れ
る
。

○
哀
れ
催
す
相

の
山

伊
勢

の
山
田
か
ら
宇
治

へ
向
ふ
古
市
を
中
心
に
し

た
背
伝
ひ
の
地
形
の
、
山
田
側

に
も
、
宇
治
側
に
も
、
相
の
山
節
を
歌
ふ
女

達
が
居

つ
た
。
も
と
は
尼
の
姿

で
あ

つ
た
が
、
後
に
は
通
常
の
娘
姿
の
者
が

多
く
な

つ
た
。
そ
の
主
と
し
て
歌
ふ
歌
が
相
の
山
節
と
言
は
れ
た
。
此
を
略

し
て
相
の
山
と
言
ふ
。
其
と
は
趣
き
が
や

＼
違

つ
て
、
世
間
を
歩
い
た
相

の

山
は
大
抵
男

で
、
二
人
或
は
三
人
、
組
み
に
な

つ
て
歌
ひ
歩
い
た
。
三
人

の

さ
さ
ら

場
合
は
三
味
線
、
彫
、
胡
弓
を
合
せ
る
。
相
の
山
の
本
歌
は
行
基
の
作

つ
た

も
の
と
伝
え
ら
れ
て
、

夕
朝
の
鐘
の
声
、
寂
滅
為
楽
と
響
け
ど
も
聞
い
て
驚
く
人
も
無
し
。
野
辺

よ
り
彼
辺
の
友
と
て
は
、
血

脈

一
つ
に
数
珠

一
聯
。
此
が
冥
土
の
友
と
な

る

其
他

「花
は
散
り
て
も
春
は
咲

く
。
鳥
は
古
巣

へ
帰
れ
ど
も
行
き
て
帰
ら
ぬ

死
出
の
旅
」
な
ど
い
ふ
歌
を
連
続
し
て
歌
ふ
。
い
か
に
も
人
を
悲
し
ま
せ
る

　ユ
　

や

う

な

語

で
あ

り
、

節

で
あ

り
、

調

べ

で
あ

る
。

あ
い

や
ま

こ
こ
に
云
う

「
間
の
山
」
(相
の
山
)
と
は
、
「俗

二
間

ノ
山
ト
云

ハ
山
田
宇
治

ノ
領
界
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
云
ナ
リ
」
(『勢
陽
五
鈴
遺
響
』)
と
あ
る
よ
う
に
、
伊
勢

の

宇
治

(内
宮
)
と
山
田

(外
宮
)
と
の
境
界
の
地
で
あ
る
。
こ
の
俗
謡
を
歌

っ
て

渡
世
す
る
歌
比
丘
尼
に

つ
い
て
、
折
口
は
繰
り
か
え
し
述
べ
て
い
る
。

勧
進
比
丘
尼
は
目
明
き
で
、
頭
だ
け
僧
形
を
し
、
衣
は
美
し
い
女
装
を
し
て
、

諸
国
を
廻

つ
て
は
熊
野
権
現

へ
の
寄
進
を
受
け
て
歩
い
た
も
の
で
あ
る
。
さ

う
し
て
、
時
に
遊
女
と
同
じ
為
事
を
し
た
。

こ
の
歌
比
丘
尼
の
唄
が

「相

の

山
」
と
い
ふ
も
の
と
な

つ
て
伝

つ
て
ゐ
る
。

花
は
散
り
て
も
。
春
は
咲
く
。
鳥
は
古
巣

へ
帰
れ
ど
も
、
行
き

て
帰
ら
ぬ

死
出
の
道
。
夕
べ
朝
の
鐘
の
声
、
寂
滅
為
楽
と
響
け
ど
も
。
聞
い
て
驚
く

人
も
な
し
。

か
う
い
ふ
あ
は
れ
深
い
も
の
を
歌
ひ
廻

つ
た
の
で
あ
る
。
後
に
は
、
そ
の
歌

比
丘
尼
は
罪
障
消
滅
の
た
め
、
自
分
の
今
ま
で
に
犯
し
た
悪
事
を
臓
悔
し
て

歩
い
て
、
人
の
訓

へ
と
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
行
ひ
の
裏
面
に
は
、
随
分

矛
盾
し
た
処
を
持

つ
て
ゐ
た
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

近
世

の
流
行
歌
謡

・
間
の
山
節
は
、
熊
野
比
丘
尼
に
よ

っ
て
、
三
味
線
、
彫
、

胡
弓
を
伴
奏
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
歌
比
丘
尼
と
も
云
わ
れ
た
の
で

あ
る
。
さ
ら
に

つ
づ
け
て
折

口
は
間
の
山
節
の
絵
解
き
に

つ
い
て
述
べ
る
。

相

の
山
も
此

一
種

(※
絵
解
き
)
で
、
彫
を
持

つ
て
門
付
け
を
し
て
歩
い
た
。

上
方
唄
に
も
其
文
句
は
残

つ
て
ゐ
る
が
、
行
基
が
作

つ
て
相

の
山
で
謡
は
せ
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、

「間
の
山
」
考

た
と
い
ふ
伝

へ
が
あ
る
。
此
も
男
が
す
る
の
が
本
態
で
あ
る
。
伊
勢
の
相
の

山
に
お
杉

・
お
玉
の
二
人
が
ゐ
て
、
客
の
投
げ
る
銭
を
面
で
受
け
と
め
た
と

い
ふ
の
は
、
民
間
の
門
付
け
と
共
に
却

つ
て
潰
れ
た
形
な
の
で
あ
る
。
相
の

山
は
ま
た
伊
勢
の
川
崎
音
頭
の
源
流
で
も
あ
り
、
お
な
じ
く
古
い
伊
勢
踊
り

も
こ
＼
に
胚
胎
し
て
ゐ
る
。
相

の
山
に
も
古
く
は
必
、
絵
解
き
が
あ

つ
た
に

相
違
な
く
、
そ
れ
か
ら
比
丘
尼

も
出

て
、
相

の
山
と
も
な

つ
た
も
の
で
あ
ら

　ヨ
　

う
。
だ
か
ら
、
も
と
相

の
山
が
男
で
あ

つ
た
の
も
訣
る
の
で
あ
る
。

間
の
山
節
は
、
門
付
け
し
て
絵
解
き
も
さ
れ
た
、
本
来
は
男
の
芸
能

で
あ
る
、

と
折
口
は
云
う
。
そ
れ
が
比
丘
尼
の
手
に
渡

っ
て
、
罪
障
臓
悔
の
色
を
濃
く
し
た

と
い
う
。
絵
解
き
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
確
証
が
な
い
。
本
来
、
男
の
芸
能
で

あ

っ
た
の
が
、
比
丘
尼
の
手
に
移

っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
間
の
山
節
の
、
芸
能
と

し
て
の
本
質

に
か
か
わ
る
と
思
う
。
と
も
あ
れ
、
こ
う
し
て
三

つ
の
著
作
を
な
ら

べ
て
み
る
と
、
折
口
の
勧
進
比
丘
尼
論
が
立
ち
あ
が

っ
て
く
る
。
こ
こ
か
ら
稿
を

起
こ
し
て
、
伊
勢
の
歌
比
丘
尼
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

(
二
)
熊
野
比
丘
尼
の
坂

宮
川
の
渡
し
か
ら
中
川
原
に
出

て
、
外
宮
に
詣

で
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
天

の
岩
戸

ま
で
坂
道
が

つ
づ
く
。
天

の
岩
戸
と
は
、
高
倉
山

の
霊
窟
を
云
い
、
近
世

に
な

っ

て

「天
の
岩
戸
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
天
照
大
神
が
お
隠
り
に
な

っ
た
神
代
の
物

語
に
ち
な
ん
で
こ
う
よ
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
『
諸
国
案
内
旅
雀
』
(元
禄
十
四
年
刊
)

は
、
こ
の
岩
戸
坂
を
た
ど
り
な
が
ら
、
こ
こ
に
い
る
熊
野
比
丘
尼
に
つ
い
て
記
す
。

天

の
岩
戸

へ
は
皆
坂
道
也
。
天

の
岩
屋
と
申
は
、
其
か
み
天
照
大
神
の
隠
せ

給
ふ
所
也
。
(中
略
)

岩
屋

の
上

の
方
に
高
天
原
と
て
有
。
大
宮
有
。
茶

屋
有
。
是
よ
り
れ
ん
ず
い
と
云
浄
土
の
山
見
ゆ
る
。
高
天
原
よ
り
内
宮
に
か
＼

る
に
十
八
町
の
坂
道
也
。
此
坂

に
熊
野
比
丘
尼
あ
ま
た
有
。
大
す
え
は
、
小

も
つ
と
も

す
え
は
、
市
原
が
谷
、
み
な

つ
ゴ
き
た
り
。
市
原
が
谷
は
尤
捷
径
の
所
に
て
、

松
茸
多
く
出
る
也
。
比
丘
尼
が
坂
、
き
の
ね
坂
、
三
年
坂
、
大
黒
谷
、
ま
り

け
ば
な
ど
＼
て
皆
坂
道
也
。

外
宮
か
ら
天
の
岩
戸

へ
登
る
岩
戸
坂
、
そ
し
て
高
天
原
か
ら
内
宮

へ
と

つ
づ
く

十
八
町
の
坂
道
に
は
、
熊
野
比
丘
尼
が
あ
ま
た
い
た
。
そ
こ
は
外
宮
か
ら
内
宮

へ

の
参
宮
道
に
あ
た
る
。
勧
進
の
た
め
熊
野
と
伊
勢
を
往
来
し
て
い
た
彼
女
ら
は
、

伊
勢
比
丘
尼
と
も
よ
ば
れ
て
い
た
。
『囲
燈
間
談
』
の
記
す
と
こ
ろ
を
示
し
て
お
く
。

ピ

コフ

満
彦
長
官
ノ
高
神
坂
路
ヲ
關
キ
給
フ
マ
テ
ハ
、
勧
進
比
丘
尼
等
岩
戸
坂
ノ
辺

マ
テ
ニ
居
タ
リ
シ
ヲ
、
是
時
ヨ
リ
制
シ
テ

一
鳥
井
ノ
新
道

二
居
ラ
シ
ム
、
然

シ
テ
伊
勢
比
丘
尼
ト
云
テ

一
派
ア
ル
ニ
非
レ
ト
モ
、
伊
勢
ノ
比
丘
尼

ノ
ミ
島

或

ハ
小
紋
等
ノ
服
ヲ
被
ル
ナ
リ
、
他
国
ノ
比
丘
尼

二
曾
テ
許
サ
ヌ
服
ナ
リ
、

寛
永
十
七
年
、
外
宮
長
官
松
木
満
彦
が
、
岡
本
町
に
至
る
新
道
を
造

っ
て
外
宮

一
の
鳥
居
に
移
ら
せ
る
ま
で
、
勧
進
比
丘
尼
や
瞥
女
が
、
岩
戸
坂
に
住
し

て
参
詣

者
に
銭
を
乞
う
て
い
た
。
古
道
も
新
道
も
、
い
ず
れ
岡
本
町
に
至
り
、
小
田
橋
を

渡
る
と
妙
見
町
、
間
の
山

へ
と
道
は
つ
づ
く
。

岩
戸

ヨ
リ
帰
路

ハ
井
谷

二
下
リ
宮
崎

二
出
ル
新
古

ノ
道

ハ
変

ス
レ
ト
モ
共

二

岡
本

二
至

ル
ナ
リ
今

ノ
裏
坂

ハ

一
禰
宜
満
彦
關
ク
処
ナ
リ

又

一
名
警
女
力

坂
ト
称

ス
往
昔
此
処

二
盲
女

ノ
詣
客

二
乞
再

シ
テ
常

二
居
タ
ル
処
故

二
名
ク

ト
云
又
伊
勢
比
丘
尼
ト
称

ス
ル
モ
ノ
此
地

二
嬰
リ
居
テ
銭

ヲ
乞
タ
リ
満
彦
ノ

時
禁
止
シ
テ
退
シ
ム
ト
伝

ヘ
リ
又
此
坂

ノ
西
ヲ
ヘ
ラ
リ
坂
ト
称
ス
或
云
幣
振

坂
ノ
託
ナ
ル
ヘ
シ

(『勢
陽
五
鈴
遺
響
』
(度
会
郡

「
岩
戸
裏
坂
」)

瞥
女
が
坂
や
幣
振
坂
の
地
名
か
ら
す
る
と
、
こ
こ
岩
戸
裏
坂
で
は
、
参
詣
客
を

集
め
て
祈
疇
の
わ
ざ
を
行

っ
て
い
た
と
み
え
る
。
「七
道
者
」
の
う
ち
に
数
え
ら

れ
た
遍
歴
の
芸
能
者
、
「
歩
き
巫
女
」
は
、
「坂
の
者
」
と
同
じ
か
、
あ
る
い
は
そ

　
る
　

こ
に
起
源
を
持

つ
と
い
う
指
摘
が
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
岩
戸
坂

の
熊
野
比
丘
尼

こ
つ
が
い
に
ん

は
、
清
水
坂
や
奈
良
坂

の
非
人
や
乞
再
人
に
類
す
る

「坂
の
者
」
と
も
考
え
ら
れ

る
。

(
三
)

間

の
山

の
お
杉

・
お
玉
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井
原
西
鶴
が
、
『西
鶴
織
留
』
(巻

四
の
三

「
諸
国
の
人
を
見
し
る
は
伊
勢
」
)

に
、
伊
勢
の
女
芸
人
、
お
杉

・
お
玉

の
す
が
た
を
記
録
し
て
い
る
。

又
間
の
山

の
乞
食
、
む
か
し
は
遊
女
の
ご
と
く
小
袖
の
色
を

つ
く
し
て
、
味

さ
げ

噌
こ
し
提
た
る
も
お
か
し
。
其

す
が
た
に
は
似
ざ
り
き
。
中
に
も
お
た
ま

・

お
す
ぎ
と

て
、
ふ
た
り
の
美
女

あ

つ
て
、
身

の
色
を
作
り
、
三
味
線
を
引
な

ら
し
、
「あ
さ
ま
し
や
女

の
す
ゑ
」
と
伊
勢
ぶ
し
を
う
た
ひ
け
る
。
毎
日
の

参
詣
、
あ
だ
ぼ
れ
を
し

て
愛
に
立
ど
ま
り
、
前
な
る
真
紅

の
網

の
目
よ
り
、

顔
の
う
ち
を
ね
ら
ひ
す
ま
し
て
銭

な
げ
付
け
る
に
、

一
度
も
当
た
る
人
な
し
。

自
然
と
、
顔
を
よ
け
る
事
を
得

た
り
。
有
時
、
江
戸
よ
り
参
り
た
る
人
、
百

銭
を
な
げ

つ
け
し
に
、
お
玉
が
顔
に
あ
た
り
。
額
に
す
こ
し
の
疵
を
付

て
よ

し
な
し
。

同
じ
く

『好
色

一
代
女
』
(巻
六
の
二

「旅
泊
の
人
詐
」
)
に
は
、
間
の
山
節
を

ゆ

き

き

「あ
さ
ま
し
や
往
来
の
人
に
名
を
な
が
す
」
と
歌
わ
せ
て
い
る
。
「乞
食
」
と
い
い
、

「遊
女
」
と
い
う
が
、
か

つ
て
の
歌
比
丘
尼
も
西
鶴
の
頃
に
な
れ
ば
、
剃
髪

の
尼

公
で
は
な
く
な

っ
て
、
豊
か
な
髪
を
蓄
え
て
、
身
す
ぎ
世
す
ぎ
の
た
め
に
、
銭
を

乞

い
、
色
を
売
る
の
で
あ
る
。
物
乞

い
の
よ
う
な
我
が
身
を
卑
下
す
る
よ
う
に
、

「
あ
さ
ま
し
や
」
と
歌
う
が
、
そ
こ
は
豊
か
な
伊
勢
で
あ
る
。
「衣
類
は
都
嶋
原
大

夫
職

の
着
捨
し
物
に
か
は
ら
ず
。」
(
『
好
色

一
代
女
』)
と
、
参
詣
客
か
ら
の
勧
進

か
ん
か
つ

を
受
け
て
、
衣
裳
か
ら
し
て
な
か
な
か
寛
闊
で
あ
る
。

す

で
に
寛
文
延
宝
の
頃
か
ら
間
の
山
に
小
屋
を
構
え
て
、
お
杉
お
玉
の
よ
う
な

女
芸
人
が
、
参
詣
客

の
袖
を
引
い
て
い
た
。

掬
テ
寛
文
延
宝

ノ
頃
、
両
間
の
山

二
小
家

ニ
テ
三
絃
弾
者

二
紗
綾
縮
緬
ノ
類

ヲ
着
シ
タ
リ
。
是

ハ
其
頃
ノ
事

ユ
エ
上
方
江
戸
其
余
富
家
ノ
参
詣
人
持
参
シ

テ
与

ヘ
シ
ナ
リ
。
其
後
御
停
止

ト
ナ
ル
云
々
。
寛
延
ノ
頃

マ
デ
尾
上
坂
片
原

町
山
添

二
所
々
男
編
笠

ヲ
被
リ
さ
さ
ら
ヲ
摺
リ
子
供

ヲ
踊
ラ
セ
銭

ヲ
乞
フ
ニ

調
フ
歌
ゆ
ふ
べ
あ
し
た
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
と
響
け
ど
も
、
聞
い
て
驚
く
人
も

な
し

「間
の
山
」
考

ナ
ド
ト
静

二
諏
ヒ
シ
故
、
其
文
句
槌

二
聞

ヘ
ヌ
。
(『神
都
長
嶺
記
』
神
宮
文

庫
蔵
)

こ
こ
に
い
う

「
両
間
の
山
」
と
は
、
宇
治
側
と
山
田
側
か
ら
の
呼
称

で
あ
る
。

宇
治
側

(内
宮
)
は
牛
谷
坂
、
山
田
側

(外
宮
)
は
尾
上
坂
。
両
宮
の
坂

の
間
に

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「問

の
山
」
と
い
わ
れ
た
。
そ
し
て
両
方
の
坂

に
歌
比
丘
尼

が
い
て
、
参
詣
人
を
誘

っ
て
い
た
。
三
味
線
を
伴
奏
に
彼
女
ら
は
歌
う
が
、
も
と

は

「
さ
さ
ら
竹
」

で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
浅
野
建
二
氏
は
、
『
山
家
鳥
虫
歌
』

の

一
首
、
「伊
勢

の
山
田
の
今
切
り
竹
は

お
杉
お
玉
の
さ
さ
ら
竹
」

に
解
説
を

　う
　

つ
け
て
い
る
。

「
お
伊
勢
参
り
」
の
盛
行
が
生
ん
だ
歌
。
「今
切
り
竹
」
は
、
今
切

っ
た
ば

か
り
の
竹
。
「お
杉
お
玉
」
は
、
江
戸
時
代
、
伊
勢
の
外
宮
と
内
宮
の
あ
い

だ
の
間
の
山
で
、
三
味
線

・
サ
サ
ラ

(彫
)
に
合
わ
せ
て
俗
謡

「相
の
山
節
」

を
歌

い
、
童
子
を
踊
ら
せ
て
参
詣
人
か
ら
銭
を
乞
う
た
女
芸
人
。
「
さ
さ
ら

竹
」
は
、
竹
の
先
を
細
か
に
割

っ
た
楽
器
。
近
松
作

「
国
性
爺
後
日
合
戦
」

(享
保
二
年
二
月
初
演
)
に

「
間
の
山
お
杉
お
玉
が
弾
き
謡
ひ

(中
略
)
竹

に
な
り
た
や
篠
竹
の
、
竹
は
籠
に
揉
ま
る
る
」。
類
歌
に

『
僅
』
奈
良
県
高

市
郡
伊
勢
踊
音
頭

「伊
勢
の
山
田
の
今
切
る
竹
は
、
も
と
は
尺
八
中
は
笛
、

末
は
お
や
ま
の
筆
の
軸
…
」
(愛
知
県
地
方
田
植
唄
に
も
小
異
)
。

『
好
色
旅
日
記
』
や

『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
描
く
、
女
芸
人

の
歌
に
あ
わ
せ

て
子
ど
も
が
踊
る
光
景
か
ら
は
、
「
間
の
山
」
と
い
う
芸
能
が
、
す
で
に
見
世
物

化
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
彫
を
伴
奏
と
す
る
な
ら
ば
、

「七
乞
食
」
と
よ
ば
れ
た

「
籠
説
経
」

の
徒
に
同
じ
く
、
彼
ら
も
ま
た
卑
賎

の
芸

能
者
で
あ

っ
た
。
お
杉

・
お
玉
の
よ
う
な
女
芸
人
は
、
す
で
に
有
髪

で
あ

っ
た
が
、

勧
進
比
丘
尼
は
、
頭
だ
け
は
僧
形
で
あ
る
が
、
歌
を
う
た

っ
て
銭
を
乞
い
、
色
を

も
売

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
四
)
勧
進
比
丘
尼
の
問
の
山
節
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「
間
の
山
」
考

西
鶴
と
と
も
に
間

の
山
節
を
用
い

て
作
劇
し
た
の
は
近
松
で
あ
る
。
『傾
城
反

魂
香
』
の

一
章
に
間
の
山
節
が
挿
ま
れ
て
、
巧
み
に
形
象
さ
れ
て
い
る
。
嘆
き
に

沈
む
遣
り
手
の

「
み
や
」
の
耳
に
聞

こ
え
て
く
る
の
は
、
間
の
山
節
。

気
も
沈
み
入
る
時
し
も
あ
れ
心
細
げ
な
鼓
弓
の
声
。
あ
は
れ
催
す
相
の
山

我

に
涙

を

添

へ
よ

と

や

。

夕

朝

の
。

鐘

の
声

寂

滅

。

為

楽

と

響

け

ど

も

。

聞

き

て
驚

く

人

も

な

し

。

通

り

ゃ
。

た

ゴ

の
時

さ

へ
相

の
山

聞

け

ば

あ

は
れ

で

涙

が

こ
ぼ

れ

る

。

悲

し

ゅ

て
な

ら

ぬ
胴

ぶ

く

ら

に
。

あ

た
聞

き

と

も

な

い
通

り

ゃ
。

通

り

ゃ
と

言

ひ

て
涙

を

押

し

拭

ふ
。

野

辺

よ

り

あ

な

た

の
。

友

と

て

は
血
脈
。

一
ツ
に
数
珠

一
連

こ
れ
が
。
冥
途

の
友
と
な
る
。

(中
略
)

ま

ち

っ
と
あ
は
れ
な
心
を
歌
う
て
聞
か
せ
て
下
さ
ん
せ
。
あ

っ
と
涙
に
す
る
彫

鼓
弓
の
弦
も
細
き
声
。
定
め
な
き
世
に
。
捨
て
ら
れ
て
身
の
寂
。
滅
が
知
ら

せ

た

く
文

は
。

書

け

ど

も
便

な
し

。

ひ
と

り
。

寝

覚

め

の
。
友

と

て

は
夢

に
。

見
た
夜
の
面
影
か
。
是
が
寝
覚
あ
の
友
と
な
る
。

傍
線
を
ほ
ど
こ
し
た
の
が
間
の
山
節
で
あ
る
。
往
古
、
僧
行
基
が
両
宮
に
参
詣

し
た
時
、
世
人
に
無
常
を
示
さ
ん
と
し
て
、
唱
歌
数
首
を
作

っ
て
、
比
丘
尼
に
歌

わ
せ
た
の
が
初
め
と
い
う

(『神
都
名
勝
誌
』
)。
折
口
が
注
解

の
な
か
で
引
い
て

い
た

「夕
朝
の
。
鐘
の
声
寂
滅
。
為
楽
と
響
け
ど
も
。
聞
き
て
驚
く
人
も
な
し
…
」

の
歌
が
こ
こ
に
見
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
近
松

の
創
作

の
手
が
加
わ

っ
て
い
る
の

で
、
こ
こ
に
は

『松

の
落
葉
』
(巻
第

五
)
か
ら

「
間
之
山
念
仏
」
を
引
い
て
み
る
。

憂
き
事
を
思

へ
ば

い
と
ど
胸
の
火
の
、
消
え
易
き
身
と
云
ひ
な
が
ら
、
輪
廻

の
絆
に
繋
が
れ
て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
く

く

夢
の
中
な
る
夢
の
世
を
、

あ

な

た

悟
ら
ぬ
事

の
果
敢
な
さ
よ
、
南
無
阿
弥
陀
仏
く

く

、
野
辺
よ
り
彼
方
の

伴
と
て
は
、
胎
蔵
界
の
曼
茶
羅
と
、
血
豚

一
つ
に
数
珠

一
連
、
南
無
阿
弥
陀

ム
く

く

く

一

イ
野
辺
の
送
り
が
、
「
野
辺
よ
り
彼
方

の
伴
と
て
は
、
胎
蔵
界
の
曼
茶
羅
と
、
血

詠

一
つ
に
数
珠

一
連
」
と
歌
わ
れ
る
。
死
者

の
棺
に
入
れ
ら
れ
る
の
は
、
「
胎
蔵

界
の
曼
茶
羅
」

の
図
、
「
血
豚

一
つ
」
、
そ
し
て

「
数
珠

一
連
」
。
血
脈
と
は
、
折

口
の
説
明
に
し
た
が
え
ば
、
「其
宗
祖

以
来
の
教
法

の
相
伝
せ
ら
れ
た
こ
と
を
諮

す
る
系
図
」

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
祖
に
帰
依
し
た
俗
人
に
も
与
え

　
ど
　

ら
れ
る
と
い
う
。
冥
途

の
旅
の
道
連
れ
に
、
こ
れ
が
棺

に
入
れ
ら
れ
る
。

こ
れ
と
歌
句
を
同
じ
く
す
る
歌
が
、
「刈
萱
道
心
歌
念
仏
」
と
し
て

『
は
や
り

歌
古
今
集
』
(元
禄
十
二
年
刊
)
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
野
辺
送
り

の
歌
が
、
勧
進
比
丘
尼
に
よ

っ
て
唱
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
間
の
山
節
も

ハァ
　

歌
念
仏
な
の
で
あ
る
。
『声
曲
類
纂
』
は

「
門
説
経
」
の
注
と
し
て

『
人
倫
訓
蒙

図
彙
』
を
引
い
て
、
あ
ひ

小
弓
引
、
伊
勢
会
の
山
よ
り
出
る
。
此
所
の
節

一
ト
風
あ
り
。
物
も
ら
ひ
に

さ

さ

ら
す

り

種
な
き
と
は
い
へ
ど
も
、
小
弓

・
編
木
摺
は
わ
き
て
下
品
の

一
属
な
り
と
い

へ
り
。
〈
画
中
に
三
人
羽
織
を
着
し
、

一
刀
を
帯
し
、
編
み
笠
を
か
ぶ
り
、

家

の
前
に
立
て
、
三
味
線

・
胡
弓
を
引
、
さ
さ
ら
を
す
る
と
こ
ろ
を
画
け
り
。

河
東
の
節
付
に
も
用
ひ
た
り
〉

と
述
べ
る
。
こ
こ
か
ら
考
え
れ
ば
、
門
説
経
か
ら
歌
念
仏
が
生
ま
れ
、
間
の
山
節

も
ま
た
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
折
口
が
、
本
来
は
男
の
芸
能
で
あ
る
、
と
し
た

の
も
門
説
経
の
流
れ
を
念
頭
に
置
い
て
の
発
言
で
あ
ろ
う
。
こ
の
勧
進

の
芸
が
、

比
丘
尼
の
手
に
渡

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
世

(昭
和
十
三
年
頃

の
著
作
)
の
も
　き
　

の
で
あ
る
が
、
薗
田
守
理

『
秘
木
草
紙
』
に

「間
の
山
節
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

行
基
の
作
と
云
ひ
、
弘
法
の
作
と
い
ふ
、
い
つ
れ

二
し
て
も
仏
嗅
の
も
の
也
。

「我

二
涙
を
そ
へ
よ
と
や

夕
べ
あ
し
た
の
か
ね
の
声

寂
滅
為
楽
と
ひ
ゴ

け
ど
も

き
い
て
驚
く
人
も
な
し

の
べ
よ
り
あ
な
た
の
友
と
て
ハ

血
豚

一
つ
に
数
珠

一
れ
ん

こ
れ
が
冥
途
の
友
と
な
る
」

こ
れ

ハ
間
の
山
ぶ
し
と
い
へ
ど
も
お
杉
お
玉
の
唄
ひ
し
も
の
に
あ
ら
ず
。
勧

進
比
丘
尼
の
唄
ひ
し
も
の
也
。
近
世

ハ
勧
進
比
丘
尼

ハ
宮
川
中
川
原

二
あ
り

し
も
古
き
頃

ハ
間
の
山

二
も
居
た
る
よ
し
也
。

近
世
と
も
な
れ
ば
、
宮
川
の
渡
し

・
中
川
原
や
間
の
山
に
い
た
勧
進
比
丘
尼
が
、

こ
の
間
の
山
節
を
歌

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
お
杉

・
お
玉
も
そ
の
流
れ
を
汲
む
身

で
あ

っ
た
。
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(五
)
内
宮
と
外
宮
の
境
界

間
の
山
は
宇
治

(内
宮
)
と
山
田

(外
宮
)

の
境
界
の
地

で
あ
る
。
『
宇
治
山

田
市
史
』
(下
巻

・
「
尾
上
町
」)
が
、
そ
の
地
勢
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
の
で

引

い
て
お
こ
う
。

岡
本
町
の
東
に
つ
づ
き
、
東
は
倭
町
並
に
岩
淵
町
に
、
南
は
度
会
郡
宮
本
村

大
字
勢
多
村
に
、
北
は
岩
淵
町
に
隣
接
し
て
居
る
。
元
は
妙
見
町
と
称
し
た

を
べ
や
ま

が
、
(中
略
)

当
町

の
南
部
並

に
倭
町

一
帯

の
高
丘
を
尾
上
山
と
称
す
る
。

を

べ

古
来
尾
部
、
小
部
、
御
賛
又
は
玄
雇
な
ど
に
作

っ
て
居
る
。
尾
部
坂
は

一
に

間
の
山
と
呼
ば
れ
て
居
る
。
間

の
山
と
は
内
外
両
宮
間
の
山
と
云
ふ
意
で
、

倭
町
よ
り
桜
木
町
に
亘
る
長
峰

一
帯

の
称

で
あ

っ
た
も
の
が
、
今
僅
に
此
処

に
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
辺
り
の
両
側
は
墓
地

つ
づ
き
で
あ

っ

た
が
、
寛
文
年
間
に
参
宮
道
路

に
接
す
る
不
浄
を
避
け
よ
う
と
し
て
、
岩
淵

町

一
誉
坊
に
移
転
せ
し
め
て
か
ら
、
三
絃

・
胡
弓
な
ど
を
弄
し
て
参
宮
客

の

投
銭
を
乞
ふ
お
杉
お
玉
の
仮
小
屋
も
で
き
た
。
明
治
維
新
後
廃
止
せ
ら
れ
た

が
、
近
年
ま
た
そ
の
型
ば
か
り
を
営
む
も
の
が
出
来
た
。

岡
本
町
か
ら
妙
見
町

(現
岩
淵
町
)

へ
と

つ
づ
き
、
そ
こ
か
ら
南
、
倭
町

}
帯

の
高
地
を
尾
上
山
と
称
し
て
、
葬
送

の
墓
地
が
ひ
ろ
が

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
寛

文
九
年
、
参
宮
の
往
来
た
る
尾
上
坂

の
左
右
に
墓
地
が
ひ
ろ
が
る
不
浄
を
嫌

っ
て
、

い

ち

ょ

ぽ

妙
見
山
に
移
さ
れ
た

(
こ
れ
を

一
家
墓

の
墓
地
と
い
う
)
。
以
来
、
参
宮
客
を
目

当

て
に
、
女
芸
人
た
ち
が
こ
こ
に
集

ま

っ
た
と
い
う
。

こ
の
妙
見
町
に
も
比
丘
尼

の
ほ
か
に
梓
巫
女
が
住
し
て
い
た
こ
と
は
、
『
勢
陽
五
鈴
遺
響
』
(度
会
郡

「
妙
見

町
」
)
が
記
録
し
て
い
る
。

・

妙
見
世
古
本
坊
ノ
東

ニ
ア
リ
民
宇
ナ
シ
妙
見
堂

ニ
イ
タ
ル
径
ナ
リ

本
坊

ヨ

リ
尾
上
坂

二
至
ル
東

二
小
路
ア
リ
其
路

ハ
今
常
明
寺
門
前

二
至
リ
或

ハ
高
源

み
こ

寺
ノ
門
際

二
至
ル
径

ナ
リ
旧
名
御
子
力
坂
ト
云
其
所
謂

ハ
古
昔
此
地

二
梓
御

子
ノ
住
シ
テ
ア
リ
シ
地

ナ
リ
其
故

ハ
此
東
ノ
岡

ハ
各
墓
地

ニ
シ
テ
寛
文
中

二

「
間
の
山
」
考

他

二
移

ス
処
ナ
リ
其
時

マ
テ
此

二
住
シ
テ
新
葬

ノ
墓

二
詣
ル
処
ノ
婦
女

二
梓

ヲ
聞
カ
シ
ム
ル
処
ナ
リ
故

二
名

ッ
ク
今

ハ
其
居
モ
廃

セ
リ

妙
見
町
か
ら
尾
上
坂
を
登
る
と
間
の
山
に
至
る
。
こ
こ
尾
上
坂
に
は
梓
巫
女
が

い
て
、
墓
詣
で
す
る
人
々
の
た
め
に
、
死
者
の
霊
を
降
ろ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
勢
陽
五
鈴
遺
響
』
は
こ
れ
を

「伊
勢
比
丘
尼
」
と
称
し
て
い
る
が
、
「
山
田
比
丘

尼
」
と
も
よ
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
松
木
時
彦
は

『
正
続
神
都
百
物
語
』
(「
勧
進

比
丘
尼
」
)

の
中
で
、
岡
本
町
と
岩
淵
町

(旧
妙
見
町
)
に
い
た
勧
進
比
丘
尼
を

そ
う
よ
ん
で
い
る
。

こ
の
山
田
比
丘
尼
は
岡
本
町
と
岩
淵
町
松
木
と
に
親
比
丘
尼
が
本
陣
を
構

へ
、

貧
民
の
子
女
を
貰
ひ
受
け
て
之
れ
を
養
育
し
、
受
持
区
域
を
定
め
、
子
比
丘

尼
を
引
率
し
て
米
麦
の
喜
捨
を
乞
ひ
、
毎
年

一
度
代
表
と
し
て
熊
野
山

へ
参

詣
し
、
牛
王
を
受
け
来
る
。
之
れ
を
年
籠
の
浄
業
と
称
し
て
い
た
。
併
し
な

が
ら
彼
ら
が
内
容
を
穿
て
ば
、
矢
張
り
私
娼
の
臭
気
は
免
れ
得
ず
で
あ
る
。

山
田
に
住
む
伊
勢
比
丘
尼
は
、

一
年
に

一
度
、
熊
野
に
参
詣
し

て
牛
王
札
を
貰

い
受
け
て
き
て
、
山
田
で
配
札
し
て
歩
い
た
の
だ
ろ
う
。
勧
進
比
丘
尼

の
す
が
た

が
そ
こ
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
所
業
も
、
参
詣
客
を
目
当

て

に
し
た
、
乞
食
の
ご
と
き
わ
ざ
で
あ

っ
た
。
「
私
娼
の
臭
気
は
免
れ
得
ず
」
と
い

う
の
も
、
伊
勢
比
丘
尼
の

一
面
を
伝
え
て
い
る
。

(六
)
妙
見
堂
の
胞
衣
納
め

宇
治
と
山
田
の
境
界
の
地

で
あ
る
間
の
山
は
、
度
会
氏
に
と

っ
て
山
宮
神
事
を
　　
ソ

営
む
大
切
な
場
所
で
あ

っ
た
。
い
わ
ゆ
る
度
会
氏
の
先
祖
祭
祀
の
祭
場
な
の
だ
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
別
に
論
考
を
用
意
し
て
い
る
の
で
、
詳
し
く
は
そ
れ
に
ゆ
ず

っ

て
、
そ
の
祭
祀
の

一
環
と
い
っ
て
も
い
い
、
胞
衣
納
め
の
儀
礼
に

つ
い
て
だ
け
論

じ
て
み
る
。
間
の
山
の
尾
上
坂
に
妙
見
堂
が
あ
る
。
そ
の
堂

の
後
ろ
に
度
会
氏
の

胞
衣
を
埋
め
る
習
俗
が
、
代
々
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
貞
観
元
年

(十

一
月
十
五
日
)、

度
会
氏
の
遠
祖
大
内
人
高
主
の
女
が
、
御
賛
川
に
沈
ん
で
溺
死
し
た
と
い
う
。
亡
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「間

の
山
」
考

骸
を
も
と
め
て
淵
底
を
探

っ
た
と
こ
ろ
、
妙
見
菩
薩
の
像
を
感
得
し
た
の
で
、
そ

れ
を
岡
崎
宮
に
祀

っ
た
。
以
来
、
岡
崎
宮
は
妙
見
堂
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
の
い
き
さ

つ
を

『神
境
紀
談
』
(巻
三

「岡
崎
宮
」)
に
よ

っ
て
示
す
。

岡
崎
ノ
宮

ハ
小
田
ノ
橋
ト
尾
部
坂
ト
ノ
中
間
ノ
北

ノ
山

ニ
ア
リ
。
今

二
妙
見

む
す
め

堂
ト
称

ス
ル
是
ナ
リ
。
貞
観
元
年

二
度
会
氏
ノ
遠
祖
大
内
人
高
主
ノ
女
大
物

し

つ
み

お
ぼ
れ

忌

ノ
子
御
賛
川

二
没
テ
溺
死
ス
。
即
時

二
妙
見
星
ノ
童
形
ノ
像
ヲ
淵
底

ヨ
リ

探
得
タ
リ
。
其

ノ
像
ヲ
岡
崎
ノ
宮

二
居

へ
奉
リ
テ
氏
人
ノ
繁
昌
ヲ
祈
リ
給
ヒ

シ
カ

バ
、
翌
年
ヨ
リ
毎
年

二
双
子
ヲ
産
テ
一二
年

二
六
子
ヲ
得
タ
リ
ト
岩
屋
本

縁

二
載
セ
タ
リ
。
又
妙
見
堂
ノ
後

ロ
ニ
度
会
氏
ノ
氏
人
ノ
胞
衣

ヲ
埋
蔵
ノ
所

な
ら
は
し

ア
リ
。

古

記

ニ

ハ
見

エ
サ

レ
ト

モ
古

ヘ
ヨ
リ

斯

ル
例

ト

テ
今
尚

此

レ

ヲ
遣

テ

蔵

ス

コ
ト

ナ

リ
。

按

ス

ル

ニ
彼

ノ
六

子

ノ
胞
衣

ヲ
此

二
蔵

シ

テ
故

実

ト

ナ
リ

も
ち
き
た

将
来

レ
ル
ニ
ヤ
。

度
会
氏
が
こ
の
妙
見
堂
に

一
門
の
繁
栄
を
祈

っ
て
か
ら
、
毎
年
、
双
生
児
の
二

男
を
得
て
、
三
年
に
し
て
六
男
を
授
か

っ
た
。
『岩
屋
本
縁
』
(神
宮
文
庫
蔵
)
と

い
う
縁
起
に
よ

っ
て
い
る
の
だ
が
、

こ
の
説
は
信
ず
る
に
足
ら
ず
、
と
諸
書
は
退

け
て
い
る
。
た
し
か
に
度
会
氏
の
祖
先
伝
承
と
し
て
検
討
す
る
価
値
は
あ
る
も
の

の
、
必
ず
し
も
信
の
置
け
る
も
の
で
は
な
い
。
度
会
氏
の
祖
先
祭
祀
の
由
来
を
語

る
伝
承
と
理
解
し
て
お
く
の
が
よ
か

ろ
う
。
し
か
し
度
会
氏
は
、
妙
見
堂
の
後
ろ

に

一
族
の
胞
衣
を
埋
め
て
、
先
祖
祭
を
し
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
土
地
の

人
も
ま
た
こ
の
社
に
、
小
児
の
疾
病

や
乳

の
願
い
を
祈

っ
て
き
た
と
い
う

(『伊

勢
参
宮
名
所
図
会
』
)。
度
会
氏
の
胞

衣
納
め

の
儀
式
は
、
先
祖
祭
祀
を
行

っ
て

「氏
人

ノ
繁
昌

ヲ
祈
」

る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
た
。
妙
見
星
を
祀
る
山
宮
神
事

が
、
「
田
園
五
穀
養
蚕
を
祈
る
」
(『
勢
陽
雑
記
』)

こ
と
を
目
的
と
し
た
の
も
、
そ

の
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

・

　れ
　

胞
衣
を
葬
地
や
墓
に
埋
め
る
習
俗

は
、
全
国
各
地

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

こ

こ
に
は
室
町
将
軍
家

の
胞
衣
納
め
儀
礼
を
記
録
し
た

『蜷
川
親
元
記
』
(寛
正
六

年
条

・
一
四
六
五
)
を
示
し
て
お
こ
う
。

寛
正
六
年
八
月
朔
日
丙
子
、
貴
殿
胞
衣
お
さ
め
の
為
に
、
御
産
所

へ
御
参
、

〈
御
供
、
又
三
郎
、
助
三
郎
、
親
元
〉
、
白
直
垂
〈
大
帷
、
御
産
所
に
て
め

す
〉
、
御
胞
衣
洗
る
＼
時
宜
不
レ及
二
存
知

一、
や
が

て
御
前
よ
り
御
出
、
御

直
垂
、
道
の
ほ
ど
は
被
レ持
、
御
ゑ
な
長
唐
櫃
に
入
、
〈
政
所
公
人
相
副
〉
、

御
吉
方
巽
也
、
価
、
し
る
谷
を
経
て
、
歌
の
中
山

へ
御
出
、
〈
即
御
直
垂
於

二
山
中

一被
レ著
也
〉
、
典
薬
頭
参
向
、
〈
狩
衣

〉
、
歌
の
中
山
に
て
の
在
所

く
清
水
よ
り
栖
岩
寺

へ
通
路
よ
り
上
、
弓
杖
十
四
五
杖
ば
か
り
欺
V
、
土
を

掘
て
、
〈
河
原
者
四
五
人
〉
、
先
壺
を
す
ゑ
て
、
御
胞
衣
の
桶
、
〈
白
赤
絹

に
て
二
重
に
つ
、
む
〉
、
典
薬
是
を
取
て
、
壺
の
中

へ
入
て
ふ
た
を
す
、
即

土
を
か
け
て
う
つ
み
申
て
上
に
松
を
〈
長
三
尺
ば
か
り
〉
栽
ら
る
、
や
が
て

御
か

へ
り
、

七
月
に
誕
生
し
た
足
利
義
尚
の
、
八
月

一
日
の
胞
衣
納
め
で
あ
る
。
吉
方
を
占

っ

て
、
そ
の
山
中
に
胞
衣
壼
は
埋
め
ら
れ
る
。
河
原
者
が
そ
の
上
に
土
を
か
け
て
、

松
を
植
え
る
と
い
う
。
今
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
儀
礼
が

「歌

の
中
山
」

で
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
は
鳥
辺
野
の
葬
地
も
間
近
い
山
中
で
あ
り
、

　
ロ
　

「中
山
」
の
名
が
あ
る
通
り
、
「境
界
を
な
す
峠
」
で
あ
る
。
境
界

の
地

で
行
わ
れ

い
や
さ
か

る
こ
の
胞
衣
納
め
の
儀
礼
は
、
将
軍
家
の
弥
栄
を
念
ず
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

妙
見
堂

で
営
ま
れ
る
山
宮
祭
祀
の

一
環
、
胞
衣
納
あ

の
儀
式
も
、
間
の
山
の
、

境
界
と
し
て
の
性
格
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
妙
見
堂
は
、

一
名

「尾
部
坂
之
陵
」

と
も
称
さ
れ
た
と
い
う
。

御
賛
川
と
尾
部
坂

の
間
の
町
は
妙
見
町
と
云
々
。
則
山
上

に
妙
見
堂
有
。
貞

観
年
中
の
草
創
と
云
ふ
。
是
を
尾
部
坂
之
陵
と
云
ふ
よ
し
。
石
窟
本
縁
に
見

え
た
り
。
小
田
橋
の
巽
方
に
当
り
た
る
尾
部
山
中

一
峯

に
倭
姫
命
御
旧
跡
と

巌
上
に
石
積
宮
有
り

(『勢
陽
雑
記
』)
。

度
会
氏
が
先
祖
祭
祀
を
営
ん
だ
こ
の
地
は
、
倭
姫
命
の
御
陵
の
伝
承
地
、
尾
部

山
に
ほ
ど
近
い
。
こ
の
葬
送
の
地

に
、
熊
野
比
丘
尼
を
は
じ
め
と
す
る
巫
蜆
の
徒

が
い
て
、
魂
降
ろ
し
を
し
て
冥
界
の
消
息
を
語

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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(七
)
閻
魔
堂

の
鐘

『
諸
国
案
内
旅
雀
』
は
妙
見
堂
に
神
楽
巫
女
の
い
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。

こ
れ
も
間
の
山
周
辺
が
葬
地
で
あ
る

こ
と
を
思
え
ば
不
思
議
は
な
い
。
妙
見
堂
は
、

　ぜ
　

陰
陽
道
の

「
泰
山
府
君
」
を
祀
る
と
い
う

(『
勢
陽
雑
記
』
)。
陰
陽
道
で

「
泰
山

府
君
」
は
、
生
命
を
司
り
、
幽
界
を
支
配
す
る
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
。
妙
見
堂
は
、

冥
官
を
神
と
し
て
祀

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か

ぐ

ら

こ

妙
見
町
の
左
の
方
に
、
妙
見

の
宮
と
て
有
。

こ
の
宮
は
御
神
楽
子
の
お
は
す

る
所
也
。
妙
見
町
を
三
町
ば
か
り
も
過
れ
ば
、
閻
魔
堂
有
。
此
所
よ
り
は
や
、

間
の
山
の
内
也
。
間
の
山
に
は
、
草
苔
に
ま
み
れ
た
る
石
塔
ど
も
多
し
。
此

山
の
道
端
に
、
お
杉
お
玉
な
ど
い
ふ
名
取
り
の
女
、
乞
食
草
庵
あ
り
。
四
方

上
下

一
丈
の
庵
有
。
前
に
は
紅
の
網
を
は
り
ぬ
。
其
内
に
は
三
味
線
を
弾
き
、

小
唄
を
歌
ふ
。
(『
諸
国
案
内
旅
雀
』
)

葬
送

の
地

に
い
て
、
祈
疇
の
わ
ざ
を
行

っ
て
、
祓
え
す
る
の
が
彼
女
ら
の
仕
事

で
あ

っ
た
。
そ
し
て
間
の
山
の
入
り
口
に
あ

っ
た
閻
魔
堂
は
、
こ
こ
が
冥
府

へ
の

入
り
口
で
あ
る
こ
と
の
表
徴
で
あ
る
。
そ
こ
に
立

つ
石
塔
は
、
石
塔
婆
か
供
養
塔

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
間
の
山
の
歌
比
丘
尼
が
歌
う

「間
の
山
節
」
は
、
死
者

を
弔
う
歌
念
仏
と
な
る
。

憂
き
事
を
思

へ
ば
い
と
ど
胸
の
火
の
、
消
え
易
き
身
と
云
ひ
な
が
ら
、
輪
廻

の
絆

に
繋
が
れ
て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
く

く

夢
の
中
な
る
夢
の
世
を
、

悟
ら
ぬ
事
の
果
敢
な
さ
よ
、
南
無
阿
弥
陀
仏
く

く

、
野
辺
よ
り
彼
方

の

伴
と
て
は
、
胎
蔵
界
の
曼
茶
羅

と
、
血
豚

一
つ
に
数
珠

一
連
、
南
無
阿
弥
陀

仏

ー

ー

ー

・

歌
念
仏
と
鐘
に
送
ら
れ
て
、
死
者

は
冥
府
に
赴
く
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
京

都

の
代
表
的
な
葬
地
、
右
京
の
蓮
台
野
に
あ
る

「千
本
閻
魔
堂
」
に
ひ
き
く
ら
べ

る
と
理
解
し
や
す
い
。
千
本

の
地
名
は
、
日
蔵

(道
賢
)
が
冥
府
に
赴
い
た
と
き
、

苦
し
み
を
受
け
る
醍
醐
天
皇
が
卒
塔
婆
千
本
を
立
て
る
よ
う
頼
ん
だ
の
で
、
船
岡

「間

の
山
」
考

山
に
千
本
の
卒
塔
婆
を
立
て
、
千
本
閻
魔
堂

(引
接
寺
)
を
建
立
し
た
こ
と
に
よ

る
と
い
う

(『都
名
所
図
会
』
)
。
千
本
の
卒
塔
婆
に
相
当
す
る
の
が
、
間
の
山

の

場
合
は
石
塔
で
あ
る
。

蓮
台
野
に
葬
送
す
る
者
は
、
千
本
閻
魔
堂

(引
接
寺
)
の
前
を
過
ぎ
る
と
き
、

　ね
　

必
ず
無
常
の
鐘
の

一
つ
鳴
る
の
を
聞
い
た
と
い
う
。

案

ス
ル

ニ
鐘

一
声

ス
ル
ハ
無
常

ノ
義
也
。
続
古
今
集
哀
傷
部
、
天
台
座
主
源

覚

ノ
和
歌

二
、
二

声

ノ
鐘

ノ
音

コ
ソ
哀

ナ
レ
イ
カ
ナ
ル
人

ノ
終
成
覧
」

(『山
州
名
跡
志
』
巻
之
七
)
。

も
ち
ろ
ん
鐘
の
声
は
、
こ
の
世
と
の
別
れ
を
告
げ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
間
の
山

　　
　

の
閻
魔
堂
に
、
鐘
の
音
が
響
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
鐘
は
な

か

っ
た
と
し
て
も
、

ゆ
ふ
べ
あ
し
た
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
と
響
け
ど
も
、
聞
い
て
驚
く
人
も
な

し

と
歌
わ
れ
る
間
の
山
節
こ
そ
、
死
者
を
送
る
無
常
の
鐘
と
な

っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ

れ
は
こ
こ
間
の
山
に
い
た
歌
念
仏
の
比
丘
尼
に
よ

っ
て
歌
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
妙

見
堂
を
管
理
し
た
常
明
寺
が
、
尾
上
坂
の
南

に
あ

っ
て
、
「建
武
二
年
正
月

一
日

一
切
父
母
法
界
万
霊
平
等
利
益
」
と
刻
ま
れ
た
曼
茶
羅
石
が
建

っ
て
い
た
。
亡
魂

　
お
　

供
養
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
間
の
山
節
も
、
死
者
供
養
の
た

め
に
歌
わ
れ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
た
熊
野
比
丘
尼
が
、
曼
茶
羅
と

血
脈
、
数
珠
を
友
と
し
て
旅
立

つ
死
者
を
送

っ
た
の
で
あ
る
。

後
に
は
こ
の
閻
魔
堂
も
退
け
ら
れ
、
近
く
に
あ

っ
た
浄
瑠
璃
小
屋
も
古
市
の
中

地
蔵
に
う

つ
さ
れ
た
と
い
う

(神
宮
文
庫
蔵

『杉
の
落
葉
』
)。
参
宮
道
者
の
袖
を

引
く
、
お
杉
お
玉
の
歌
が
、
か

つ
て
の
歌
比
丘
尼
の
跡
を
偲
ば
せ
る
も
の
と
し
て

残

っ
た
の
で
あ
る
。

(
注

)

(
1

)

(
2

)

「傾
城
反
魂
香
」
注
釈

(全
集

・
十
四
巻
)
中
央
公
論
社

・
一
九
七
六
年

『
日
本
文
学
啓
蒙
』
(全
集

・
十
二
巻
)
中
央
公
論
社

・
一
九
七
六
年
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の
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」
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(3
)
「お
伽
草
子

の

一
考
察
」
(全
集

・
一
巻
)
中
央
公
論
社

・
一
九
七
五
年

(4
)
網
野
善
彦

「中
世

の
旅
人
た
ち
」
(日
本
民
俗
文
化
体
系
6

『定
住
と
漂

白
』)
小
学
館

・
一
九
八
四
年

(
5
)
浅
野
建
二
校
注

『
山
家
鳥
虫

歌
』
岩
波
文
庫

・
一
九
八
四
年

(
6
)
前
掲
書

(1
)
注
釈

(
7
)
藤
田
徳
太
郎

『
近
代
歌
謡
の
研
究
』
人
文
書
院

・
一
九
三
七
年

(8
)
『
秘
木
草
紙
』
は
薗
田
守
理

の
著
作
。
宇
治
山
田
の
歴
史

・
地
理
民
俗

・

産
業
に

つ
い
て
述
べ
る
。

(9
)
柳
田
国
男
は

「山
宮
考
」
の
中
で
度
会
氏
の
氏
神
祭
祀
と
し
て
山
宮
神
事

を
論
じ
て
い
る
。
柳
田
は

「
山
宮
」
を
、
「凡
俗

の
眼
に
は
見
え
な
い
祖
霊
の
隠

れ
宮
」
と
云
い
、
「
か
り
そ
め
の
祭
の
庭
」
と
説
明
し
て
い
る
。
(全
集

・
一
四
巻
)

筑
摩
書
房

・
一
九
九
〇

(10
)
『
日
本
産
育
習
俗
資
料
集
成
』
恩
賜
財
団
母
子
愛
育
会
編

・
一
九
七
五
年

(
11
)
横
井
清

『的
と
胞
衣
』
平
凡
社

・
一
九
八
八
年
。

黒
田
日
出
男

「
中
山

-
中
世
の
交
通
と
境
界
地
名
1
」
(『
境
界
の
中
世
象
徴

の
中
世
』
所
収
)
東
京
大

学
出
版
会

・
一
九
八
六
年
。
補
足
し

て
お
け
ば
、
間
の
山
の
浦
田
坂
に

「
中
山
」

と

い
う
丁
が
あ

っ
て
、

中
山
延
命
大
夫
と
い
う
山
伏
あ
が
り
の
師
職
が
い
た

(『神
宮
典
略
』
三
十
六

「浦
田
坂
参
道
」
)。
「中
山
」
と
は
、
両
宮

の
中
間
で
あ

り
、
境
界
の
意
味
を
も

っ
て
い
る
。
間
の
山
中
の
地
蔵
、
『
伊
勢
参
詣
曼
茶
羅
』

に
見
え
る

「地
蔵
院
」
が
そ
の
地
で
あ
る
。
ま
た
山
伏
と
熊
野
比
丘
尼
は

「連
れ
」

(夫
婦
)

で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、

浦
田
坂
に
も
熊
野
比
丘
尼
が
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

(12
)
度
会
氏
の
先
祖
祭
祀
が
陰
陽
道
と

つ
な
が
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
伊
勢
流

祓
と
絡
ん
で
く
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
考
え
た
い
。
岡

田
荘
司

「私
祈
祷
の
成
立
ー
伊
勢
流
祓
の
形
成
過
程
1
」
(『
陰
陽
道
叢
書
』
第
二

巻
)
名
著
出
版

・
一
九
九
三
年

(
13
)
勝
田
至

『
日
本
中
世
の
墓
と
葬
送
』
(吉
川
弘
文
館
)
二
〇
〇
六
年

(14
)
神
都

で
唯

一
鐘
を
橦
く
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た
の
は
岩
淵
町
の
光
明
寺
だ

け
で
あ

っ
た

(『宇
治
山
田
市
史
』
下
巻

「光
明
寺
」
)

(
15
)
松
木
時
彦

『正
続
神
都
百
物
語
』
所
収

「曼
陀
羅
石
」

棚
』)
古
川
書
店

・
一
九
三
二
年

(『柳
田
国
男
の
本

な
お
後
ろ
に
参
考
資
料
と
し
て

『伊
勢
参
詣
曼
茶
羅
』
(神
宮
徴
古
館
蔵
)
の

ト
レ
ー
ス
図
と

「
伊
勢
参
宮
名
所

一
覧
」
安
政
三
年
)
を
掲
げ
て
お
く
。
前
者
は
、

西
山
克
氏

「参
詣
曼
茶
羅
の
実
相
」

(上
山
春
平
編

『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

伊
勢
神

宮
』
)
か
ら
、
後
者
は
吉
井
貞
俊
氏

『遊
行
伊
勢
本
街
道
』
(美
学
社

・
一
九
九
三

年
)
か
ら
引
用
し
た
。
西
山
氏
に
は
ほ
か
に

「
胎
金
両
部
世
界
の
旅
人
-
伊
勢
参

詣
曼
茶
羅
ー
」
(『
聖
地

の
想
像
カ
ー
参
詣
曼
茶
羅
を
読
む
』
所
収
)
の
論
が
あ
る
。

こ
の
二

つ
の
論
考
は
、
本
稿
を
ま
と
あ
る
に
あ
た

っ
て
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な

っ

た
。

(本
学
教
授
)
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